
自然と あそぶ、 みんなをつなげる 、 おおやね広場

自然と 調和し 、 多世代の交流と 村の未来をはぐ ぐ む「 緑のウ ェ ルビーイ ング拠点」 と し て、

多世代が日常的に楽し める 居場所になる 事と 、 近隣の街から 日吉津村へ訪れる き っかけ

と なる イ ベント 時の使いやすさ を両立し 、 維持管理のし やすい高い耐久性・ 汎用性・ 拡張

性をも った施設整備を行う 。

第２ 期日吉津村海浜運動公園再整備事業 整備内容

※本資料は提案時の資料をも と に住民の方々への説明資料と し て編集し たも のです。
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１ ． 子育て世代の交流の機能の創出

→公園の入り 口から アク セス し やすく 、 ト イ レ ・ 水場が揃った位置に、 全天候型の屋根に

覆われた遊具エリ アを計画する 。 子ども の好奇心を 刺激する 遊具を中心に、 子ども 同士で安

全にあそび、 みま も り ながら 大人の交流が広がる 空間「 キッ ズプレイ ルーフ 」 を用意する 。

２ ． 多様な活動と 交流の促進

→2 つの芝生エリ ア（ イ ベント 芝生エリ ア/ ス ポーツ 芝生エリ ア） と その中心にある グラ ン

ルーフに多様な世代の交流を 促進する 仕掛けを組み込む。 そこ に集ま った人で楽し める

ケージコ ート 。 雨天時でも 使える バス ケッ ト コ ート 。 テニス やサッ カーの壁あてができ る

RC 壁。 それら を見守る 休憩ス ペース 、 多世代が様々な球技を通し て交流する こ と ができ る 。

３ ． 緑地景観の保存と 活用

→黒松林の中に自然環境を活かし た遊歩道を 整備する 。 人々が黒松林の中に入る 仕組みと

し てネッ ト 遊具を配置し た「 ネイ チャ ープレ イ エリ ア」 を 設置。 簡易のアス レ チッ ク 遊具

をき っかけに、 遊びを考える 場所と し て、 ま た親世代が自分たちの子ども の時の遊びを子

世代に伝える 空間と する 。

※計画図は提案段階のも の。
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４ ． 賑わい創出と エリ ア連携

→常時、 キッ チンカーが出店でき る 場所を交差点側の公園入り 口近く の駐車場内に計画し 、

許可証を受け取れば、 管理者不在でも 安全に出店でき る 汎用性、 拡張性を持たせる 。

イ ベント 時は、 イ ベント 運営者の誘導の元、 イ ベント 芝生エリ アを 囲う よ う にキッ チン

カーを展開でき る 区画を整備する 。

５ ． 民間活力を導入し た魅力向上

→知育遊具に精通する 遊具メ ーカーと コ ラ ボレ ーショ ンし 、 遊びから 学びを 得る こ と ので

き る 環境整備を行う 。

６ ． 開かれた多目的利用の推進

→様々なイ ベント に対応でき る よ う 、 グラ ンルーフ に電源を用意する 。 その他、 イ ベント

時にミ ス ト シャ ワ ーが使用可能なよ う に給水設備を用意。 イ ベン ト 時の賑わいの創出には

明快なゾーニングが必要不可欠で、 イ ベント の中心はイ ベント 芝生エリ アと グラ ンルーフ 、

イ ベント のバッ ク ヤード はス ポーツ芝生エリ ア、 飲食ス ペース は駐車場左手の芝生広場と

園路や施設によ り 自然に用途が分かれる よ う に整備する 。

※計画図は提案段階のも の。
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■利用者想定

　 ０ 歳～　 6 歳    

　 　 　 キッ ズプレイ ルーフ 内の幼児向け遊具で、 全天候屋根の下、 安心安全に遊ぶ。

　 ３ 歳～　 12 歳  

　 　 　 ネイ チャ ープレ イ エリ アでのネッ ト 遊具や木登り で体の動かし 方を学ぶ。

　 ６ 歳～１ ２ 歳  

　 　 　  集団での遊びや球技などルールや集団行動に沿って遊ぶ。

  １ ３ 歳～１ ８ 歳 

　 　 　   技能上達のための練習や体力作り など目標ををたてて運動する 。

　 　  １ ９ 歳～            

　 　 　   健康維持や体力づく り のため運動する 。

■利用者想定に合わせたゾーニング

キッ ズプレ イ ルーフ ： 0-6 歳

子ども にと っても 親にと って「 はじ めて」 でも 安心快適な空間。 大屋根で天候を気にせず、 体

力の少ない子ども でも 直射日光にさ ら さ れる こ と なく 遊ぶこ と ができ る 。 ま た親のために、 エ

リ アの中心に、 子ども を 見守り やすい位置に休憩ス ペース を整備する 。

ネイ チャ ープレ イ エリ ア： 3-12 歳

黒松の防風林のなかでネッ ト 遊具や木登り 、 自然の中で、 昆虫や植物の発見する こ と で、 子ど

も の世界を ひろげる 空間。 木陰にベンチを配置し 、 散策の際のちょ っと し た休憩や、 遊具で遊

ぶ子供の親の見守り 場所を整備する 。

ス ポーツ 芝生エリ ア： 6 歳～シニア

様々な球技の練習等に使用でき る 空間。 第一期再整備事業で改修さ れた予約制の運動場と 差別

化し 、 気軽に、 少人数が集ま り 、 遊べる 球技エリ アを整備する 。 ス ポーツを 通し て多様な世代

の自然な交流が生み出す。

イ ベント 芝生エリ ア： 全世代

マルシェ などのイ ベント 時にラ ンド マーク と なる グラ ンルーフ を中心に人がつどい、 活気が生

ま れる 第二期再整備事業の中核エリ ア。 雨天時でも 屋根の下でイ ベント が可能なほか、 イ ベン

ト 規模に合わせて他のエリ アに拡張し て利用する こ と でき る 。
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■多世代交流の実現性

安心安全にあそべる 幼児のためのエリ ア、 活発に運動する 小学生以上のためのエリ アを明

確に分け整備する 。

海浜公園の中心に多世代交流のイ ベント 芝生エリ アと グラ ンルーフ を配置する 。 各エリ ア

で起こ る 様々な世代の活動が、 中心エリ アにはみ出し 、 自然と 交流のき っかけが生ま れる 。

ま た、 全てのエリ アを園路が緩やかにつなぎ、 来園者がそれぞれの目的（ 散歩、 ラ ンニン

グ、 子連れのピク ニッ ク など） で訪れた結果、 自然と 交差する よ う に動線（ ウ ォ ーカブル・

ネッ ト ワ ーク ） を計画する 。

フ ィ ッ ト ネス 器具を 使う シニア、 遊具で遊ぶ子ども 、 その周り を歩く 人が、 移動の過程で

自然と 視線を交わし 、 すれ違う 機会を 最大化する 。

■酷暑日、 降雨、 降雪などへの対策

・ 酷暑日への対策： 大屋根（ グラ ンルーフ ・ キッ ズプレ イ ルーフ ） によ る 日射遮蔽

　  単に屋根をかける だけでなく 、 大山から の風や海風が抜ける よ う に屋根の高さ や配置　 　

 （ 隙間） をコ ント ロ ールし 、 熱がこ も ら ない半屋外の『 微気候』 を創出する 。

 　 幼児向けのキッ ズプレ イ ルーフは高さ を抑える こ と で、 よ り 確実に日陰を提供する 。

・ 降雨への対策： 「 全天候型の活動拠点」 と 「 安全な水処理」

 　 雨天時でも 「 遊びに行ける 場所」 と し て2 種類の全天候型ス ペース を確保する 。

 　 雨の日でも 子ども たちが体を動かし て遊べ、 マルシェ 等のイ ベント も 天候に左右さ れず　

 　 開催でき る よ う 、 大屋根の下に十分な広さ の半屋外空間を確保し ていま す。 こ れによ り 、 　

 　 天候によ る 公園の稼働率低下を防ぐ 。

・ 水たま り を防ぐ ラ ンド ス ケープと 歩行者の安全

 　 豪雨に備え、 広場全体で適切な雨水排水設備を 整備し ま す。 屋根下の床材は雨の吹き

 　 込み時でも 滑り にく い表面仕上げ（ 防滑性） と し 、 転倒事故を防ぐ 。

・ 落雪の確実なコ ント ロ ール

 　 グラ ンルーフ の設計において最も 配慮し ている のが積雪と 落雪のコ ント ロ ール。 摘切な

 　 屋根勾配、 落雪する 位置をあら かじ め誘導し 、 屋根下の活動空間と 安全な歩行動線

 　 （ ウ ォ ーカブルネッ ト ワ ーク ） を守る 配慮を行う 。

・ 雪遊びの場と し ての活用（ ポジティ ブな転換） :

 　 一方で、 公園内の芝生広場は、 冬場には子ども たちの安全なそり 滑り や雪遊びの場と

 　 し て機能さ せる こ と も でき る 。 危険な落雪エリ アと 、 安全に雪を楽し める エリ アを 明快

 　 にゾーニングする こ と で、 冬場でも 多世代が楽し める 公園の風景を作る 。
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設置遊具のコ ンセプト

芝生広場のも と から ある 自然のエリ ア特徴を 捉え、 3 つの特徴のある 遊具エリ アを配置する 。

①アク セス し やすい位置に子育て世代が安心し てあそべる 全天候型の遊具エリ ア

②自然林の黒松をく ぐ り ぬけながら アス レ チッ ク を楽し むネイ チャ ープレイ エリ ア

③芝生エリ ア　 ・ ス ポーツ 芝生エリ ア（ 小学校高学年～シニア）

　 　 　 　 　 　 　 ・ イ ベント 芝生エリ ア（ 全世代）
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その他コ ンセプト

■周辺と の一体感

世代ごと に異なる ス ケール感やアク ティ ビティ の風景を 、 物理的な壁で分断する のではなく 、

大屋根を中心と し た大ら かな環境の下でグラ デーショ ンのよ う に繋ぐ 。 特定の目的を 持たない

『 エリ アニュ ート ラ ルな余白（ 芝生広場や屋根の間の空間） 』 を設ける こ と で、 多様な世代の

風景が自然に交じ り 合う 、 持続可能で美し い景観を形成する 。

■イ ンク ルーシブデザイ ンに配慮し たコ ンセプト

①「 遊ぶ・ 参加する 」 イ ンク ルーシブ： 遊びのグラ デーショ ン

　 　 障がいの有無や運動能力の差に関わら ず、 同じ 空間で楽し むこ と ができ る 環境を 整備する 。

　 　 エリ アの分断を行わなず、 かわり にイ ンク ルーシブ遊具を シームレ ス に（ 境目なく ） 配置する 。 　

　 　 ま た、 高度な運動能力を必要と する 遊具から 、 感覚遊び（ 砂、 水、 音、 光など） を楽し める

　 　 静かなエリ アま で、 『 遊びのグラ デーショ ン』 　 を設ける こ と で、 自分のペース に合わせて

　 　 遊びを選択でき 、 すべての子ども が同じ 空間を共有する デザイ ンと する 。

②「 滞在する ・ 見守る 」 イ ンク ルーシブ： 車椅子・ ベビーカーを想定し た「 輪」 のデザイ ン

　 　 車椅子やベビーカーを利用する 方が、 通路の端に追いやら れる こ と なく 、 家族や友人と

　 　 『 同じ 輪の中』 で過ごせる 空間を計画する 。 具体的には、 休憩ス ペース のベンチを連続

　 　 さ せる のではなく 、 意図的に『 車椅子やベビーカーが入り 込める 幅の余白（ ス ペース ） 』

       を 随所に設ける 。 大屋根（ グラ ンルーフ） の下でも 、 誰も が特等席でアク ティ ビティ を

       観覧し 、 共に滞在でき る 心地よ い居場所を 創出する 。

③感覚過敏への配慮： 「 カームダウ ン」 でき る 余白

　  物理的なバリ アフリ ーだけでなく 、 感覚過敏を持つお子様への配慮も イ ンク ルーシブ

    デザイ ンの重要な要素。 公園全体が常に賑やかで刺激の強い空間になる こ と を 避け、

    木陰や少し 奥ま った芝生エリ アに、 視線や音を 適度に遮り 、 落ち着いてク ールダウ ン

  （ カームダウ ン） でき る 『 静かな余白空間』 を意図的に配置する 。
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様式5-2　事業計画　事業スケジュール

事業全体スケジュール

種　目

11 21 1 1 11

月 5

2111 21

7 月 8 月

1 11 21 211

2 月

1 11 21 211

月 6

1

1 月

11

3 月11 月

1 11 21

9月

11 21

12 月月 10 月

建設業務

園路縁石工

天然芝張

ゴムチップ舗装工

鋤取り・不陸整正

As系舗装工（カラー舗装）

□土工

掘削工

運搬盛土工

芝鋤取り

□雨水排水整備工

As舗装工（駐車場）

土混じり草運搬・処分

舗装復旧工

遊具・組立設置

膜屋根（大）

トイレ・休憩所新設工事

□管理施設整備工

車止めブロック

□構造物撤去工・伐採工

舗装版撤去

植樹桝撤去

側溝撤去

□公園施設等撤去工

既設ベンチ（水路）等撤去

樹木伐採・抜根

木、根、株運搬・処分

1

標示看板

什器備品設置

Co殻運搬・処分費

R型ベンチ

フェンス工

膜屋根（小）

擬木柵撤去・新設

車止め

工事監理

1 11日 1 11 21

設計業務

基本計画

基本・実施設計

監理業務

11 21

区画線工

人工芝張

輸送製作 組立・設置

鉄骨フレーム工事直接仮設 膜屋根工事 樋工事基礎工事

膜屋根工事 樋工事鉄骨フレーム工事基礎工事直接仮設

直接仮設 休憩所・トイレ棟新設 内装・器具取付 外構工事 備品取付

ベンチ製作

復旧

区画線

設置

設置

ゴムチップ舗装

As舗装

天然芝

人工芝

カラーAs舗装

看板取付

備品取付

設置

撤去

鋤取り・不陸整正

フェンス新設

擬木柵新設

既設物撤去

樹木伐採・抜根

運搬・処分

既設物撤去

既設物撤去

既設物撤去

盛土工

運搬・処分

運搬・処分

看板製作

土壌改良

給排水・電気設備

夏

季

休

暇

冬

季

休

暇

契

約
引
き
渡
し

掘削

芝鋤取り
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